








う言葉は多様な意味で使われていた。例えば、デイヴィッド・ミラーは Dark Eden: The Swamp in 
Nineteenth-Century American Culture（1989）で、当時の自然とメランコリーを結び付けて次の通








と形容しつつ、“I rejoice that there are owls”と肯定的に捉えている。梟の鳴き声は「楽しむ」ことが
できるものであり、メランコリーは陰鬱を示すだけの語ではない。ソローが梟の声をメランコリーで
あると言いながら、楽しむことができる、喜ぶことができるとするのは何故なのか。また、‘‘Autumnal 
Tints’’（1862）には、‘‘A village needs these〔plants〕innocent stimulants of bright and cheering 






































ジュリアス・ルビンは Religious Melancholy and Protestant Experience in America（1994）で植
民地時代に清教徒が信仰とメランコリーを結び付けていたという見解を示している。ミッシェル・ロ





古典的メランコリーに関してよく知られていた知識源として、ロバート・バートンの The Anatomy of 

































の手の及ばない自然は人びとを惹きつけた。ソローは 1852 年 7 月 5 日の日記でも第 4 章“Sounds”の























西田 梨紗「白いスイレンの象徴性をめぐって」（『ヘンリー・ソロー研究論集』（45）11 - 21、2019年） 
(2) 国内学会等における発表 
西田 梨紗「Cape Codにおけるユーモアの仕掛け」（日本ソロー学会 2019年度全国大会、東東北文化
学園大学、2019年 10月 4日 ） 
西田 梨紗「Walden とメランコリー」（日本アメリカ文学会全国大会、東北学院大学（土樋キャンパ
ス）、2019年 10月 5日） 
西田 梨紗「ヘンリー・D・ソローと死の表象」（第 5 回カルチュラル・スタディーズ学会若手研究報
告会、龍谷大学（大宮学舎）2019年 12月 21日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
